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局所的な環境測定とその課題 
岩手大学生産技術研究センター 花巻サテライト  田邉 浩 

 

１．背景・目的 

 国・県内のブドウ栽培では雨除けを目的としてその上部をビニールで傘をさすように被覆する手法が広く普及してい

る。その利点として降雨に伴う病気の抑制が、一方欠点として高温障害や日照不足等があると考えられている１)。本研

究では、栽培環境における気温や照度の数値化により、ビニールの有無による差異の把握を目的として、手のひら大

サイズの小型センサ 2)を用いてブドウ圃場における局所的な環境測定を試み、その課題を抽出した。 

 

２．実験 

 使用したセンサは、温度、湿度、気圧、可視光照度、赤外光照度、土壌の電気抵抗、地面温度を 1 時間ごとに測定

可能であり、花巻市葡萄が丘農業研究所の圃場内のビニール被覆地と露地に、センサを上空に向けた位置（地上高

約 2m）と北に向けた位置（地上高約 0.5m）にそれぞれ設置した。前者はセンサの受光照度範囲に収まるよう約 30%の

光線透過率を持つ農業用のフィルターで覆い、後者はその側背面を木製の筐体で覆い直接光による加熱の抑制を図

った。また、近隣に設置されているアメダス（気象庁）3)とウエザーファーモ（花巻市）4)の値を用いて比較、検証した。 

 

３．結果と考察 

 一例として、７月の温度の推移を下図に示す。アメダス等とのマクロ的な比較では、夜間（低温側）で同様のトレンドが

得られており測定自体の有効性が示された。設置センサ間では日中（高温側）は、ビニール下のほうが露地より高く、夜

間（低温側）は差がない。一方で、日中（高温側）は比較データをも含めて、設置条件による温度差が顕著なことから、

日照によりセンサ自体が加熱されていることが示唆され、温度と照度の同時測定の課題となることが確認された。 

 

 
図 温度データの変化（2024年 7月期） 

 

４．結論 

 温度と照度の同時測定等、センサの設置・運用にかかわる課題が明らかとなった。ほかの項目、土壌の電気抵抗に

ついても、今回の測定結果も踏まえた対策を施し、それぞれの数値化による栽培環境の差異の把握を進めたい。 
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